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と
き
＝
９
月
24
日
豸
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
　
と
こ
ろ
＝
五
月
丘
小
学
校
体

育
館
　
指
導
＝
元
全
中
国
大
会
（
20
歳
以

下
の
部
）
優
勝
者
・
劉
彬
さ
ん
　
持
ち

物
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
上
靴
な
ど
　
問
い
合
わ

せ
＝
市
民
体
育
課
（
蕁
７
６
１
・
５
１
３

７
）

と
き
＝
９
月
24
日
豸
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
と
こ
ろ
＝
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
内
容
＝
技
術
指
導
や
卓
球
ル
ー
ル
説

明
な
ど
　
対
象
＝
学
校
や
卓
球
ク
ラ
ブ
な

ど
で
指
導
し
て
い
る
方
　
講
師
＝
元
全
中

国
大
会
（
20
歳
以
下
の
部
）
優
勝
者
・
劉

彬
さ
ん
　
持
ち
物
＝
卓
球
用
具
、
上
履
き
、

運
動
の
で
き
る
服
装
で
　
申
し
込
み
＝
市

民
体
育
課
（
蕁
７
６
１
・
５
１
３
７
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
】〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
〉
優
勝

…
石
谷
茉
衣
（
石
中
）、
準
優
勝
…
平
林
桃

子
（
渋
中
）、
３
位
…
橋
本
美
里
（
細
中
）、

伊
藤
摩
衣
（
北
中
）、〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
〉
優

勝
…
榮
口
華
音
（
Ｉ
Ｈ
Ｐ
）、
準
優
勝
…
堂

本
奈
穂
（
池
中
）、
３
位
…
石
塚
香
奈
（
渋

中
）、
上
田
彩
加
（
同
）

【
一
般
女
子
】〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
〉
優
勝
…
榮

口
優
歌
（
Ｉ
Ｈ
Ｐ
）、
準
優
勝
…
新
木
美
香

子
（
ド
リ
ー
ム
）、
３
位
…
新
幸
奈
津
美

（
北
中
）、
小
山
知
子
（
池
田
ク
）、〈
シ
ン
グ

ル
ス
Ｂ
〉
優
勝
…
清
田
裕
美
（
渋
高
）、
準

優
勝
…
川
村
絵
美
（
園
芸
高
）、
３
位
…
内

藤
季
里
（
北
豊
島
ク
）、
杉
原
規
子
（
同
）、

〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ｃ
〉
優
勝
…
長
濱
美
雪
（
フ

リ
ー
）、
準
優
勝
…
斉
藤
伸
子
（
北
豊
島
ク
）、

３
位
…
安
藤
房
子
（
同
）、
櫻
井
恵
（
池
北

高
）

【
一
般
男
子
】〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
〉
優
勝
…
仲

田
真
基
（
池
田
ク
）、
準
優
勝
…
上
田
英
明

（
同
）、
３
位
…
奥
畑
智
（
同
）、
瀬
口
佳
孝

（
同
）、〈
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
〉
優
勝
…
池
島
祐

哉
（
北
豊
島
ク
）、
準
優
勝
…
高
岡
一
浩

（
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ト
）、
３
位
…
熊
谷
翔
（
北

豊
島
ク
）、
木
村
光
（
月
曜
ク
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
体
育
課
（
蕁
７
６

１
・
５
１
３
７
）

平成16年10月に全戸配布した「洪水ハザー
ドマップ」は、本市を流れる猪名川や箕面川
などが、大雨ではん濫した場合の浸水予想に
基づいて作成したものです。浸水範囲や水深、
各地区の避難場所などを掲載しています。ま
た、裏面は「池田市防災マップ」で、災害時
に避難救護活動を行う施設や災害危険個所な
どを掲載しています。台風シーズンに入りま
した。いざというとき、皆さんが安全に避難
できるよう日ごろから避難場所などを確認し、
分かりやすい場所に保管してください。
問い合わせ＝危機管理課（蕁754・6263）

日本初のプロバスケットボールリーグとして昨年スタートした
「ｂｊリーグ」。その初代チャンピオン「大阪エヴェッサ」が、「富
山グラウジーズ」とプレシーズンマッチで激突。
とき＝10月15日豸午後１時。試合開始は２時　ところ＝五月山

体育館　前売り自由席＝〈大人〉2,000円、〈中・高校生〉1,000円、
〈小学生〉500円　問い合わせ＝同館（蕁754・3336）
※駐車台数に限りがありますので、当日は公共交通機関をご利用
ください。

五五五五月月月月山山山山体体体体育育育育館館館館11110000周周周周年年年年記記記記念念念念ゲゲゲゲーーーームムムム

な
る
ほ
ど
！

卓
球
講
習
会

卓
球
指
導
者
（
養
成
）

講
習
会

いざというときに…

み
ん
な

み
ん
な    

頑
張
り
ま
し
た

頑
張
り
ま
し
た

市
民
総
合
体
育
大
会
結
果

卓
球
の
ま
ち
「
池
田
」

ごご
参参
加加
くく
だだ
ささ
いい

卓卓
球球
講講
習習
会会

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
４
月
９
日
）
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ときの輝き

前
回
、
応
仁
の
乱
を
き
っ
か
け
に
起
こ

っ
た
権
力
構
造
の
変
化
と
当
時
の
池
田
氏

の
文
化
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
連
歌
師
・

牡
丹
花
肖
柏
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
に
続
い
て
今
回
は
、
連
歌
と
連
歌
師
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

連
歌
は
、
中
世
後
期
に
は
和
歌
を
し
の

ぐ
勢
い
で
流
行
し
た
詩
歌
の
一
つ
で
、
天

皇
、
将
軍
、
公
家
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
、

身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
楽
し
ん
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
流
行
ぶ
り
は
、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、

狂
言
『
箕
被

み
か
づ
き

』
に
は
、
連
歌
に
熱
中
す
る

あ
ま
り
妻
に
愛
想
を
尽
か
さ
れ
、
家
を
出

て
行
か
れ
そ
う
に
な
る
夫
が
登
場
し
ま
す
。

ま
た
、
御
伽
草
子

お
と
ぎ
ぞ
う
し

『
猿
の
草
子
』
に
は
猿

た
ち
が
宴
席
で
連
歌
を
行
っ
て
、
婿
を
も

て
な
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

連
歌
は
、
古
代
に
和
歌
の
上
の
句

（
五
・
七
・
五
、
長
句
）
と
下
の
句

（
七
・
七
、
短
句
）
を
二
人
で
詠
み
合
う

短
連
歌
と
い
う
形
式
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

院
政
期
ご
ろ
に
は
、
多
人
数
も
し
く
は
一

人
が
、
上
の
句
と
下
の
句
を
一
定
の
法
則

に
基
づ
い
て
、
詠
み
続
け
る
長
連
歌
と
い

う
形
式
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数

人
で
集
ま
り
創
作
す
る
の
が
主
流
と
な
り
、

そ
の
集
ま
り
を
連
歌
会
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

連
歌
の
特
色
は
、
参
加
者
が
即
興
で
句

を
詠
む
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
次
々
と
詠

み
続
け
て
お
互
い
の
句
を
鑑
賞
し
て
い
く

間
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
連
帯
感
を
高
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

即
興
で
言
葉
を
駆
使
し
て
連
歌
作
品
を

創
作
し
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
現

在
の
連
想
ゲ
ー
ム
や
し
り
取
り
遊
び
の
要

素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
連
歌

は
、
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
が
ま
さ
に
ゲ

ー
ム
感
覚
で
、
共
同
し
て
一
つ
の
作
品
を

創
作
す
る
、
世
界
で
も
類
例
の
な
い
形
式

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
い
く
ら
即

興
と
は
い
え
、
一
定

の
式
目
（
法
則
）
に

従
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
式
目
も
時
と
と

も
に
次
第
に
複
雑
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
連
歌
会
の
最
中
に
、
式
目
か
ら
句

が
外
れ
て
い
な
い
か
、
鑑
賞
に
堪
え
う
る

内
容
が
連
続
し
て
い
る
か
を
調
整
す
る
必

要
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
を
専
門
的
に
行

っ
た
の
が
連
歌
師
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
で

す
。連

歌
師
は
、
連
歌
会
に
詠
み
手
と
し
て

参
加
し
た
り
、
会
全
体
を
統
括
す
る
調
整

役
と
し
て
、
参
加
者
が
出
し
た
句
を
詠
み

上
げ
、
式
目
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
庶
民
出
身
者
が
多
く
、
連
歌

師
で
あ
る
こ
と
以
外
は
詳
細
が
知
ら
れ
て

い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

連
歌
師
は
、
一
種
の
職
業
と
な
る
の
で

す
が
、
そ
れ
が
定
着
す
る
の
は
応
仁
の
乱

前
後
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
を
代
表
す
る
連
歌
師
と
し
て
、
牡

丹
花
肖
柏
の
師
匠
で
あ
る
飯
尾
宗
祇

い
い
お
そ
う
ぎ

（
１

４
２
１
〜
１
５
０
２
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

出
身
地
に
は
諸
説
あ
り
、
当
初
庶
民
層
の

連
歌
会
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、
次
第
に
実

績
が
認
め
ら
れ
て
、
公
家
の
連
歌
会
に
も

顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
享
２
年
（
１
４
８
８
）
に
北
野
社
（
現

北
野
天
満
宮
）
に
置
か
れ
た
連
歌
会
所
の

奉
行
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
応
４
年
（
１
４

９
５
）
に
編
集
者
と
し
て
準
勅
撰
の
連
歌

撰
集
『
新
撰
菟
玖

し
ん
せ
ん
つ
く

波
集

ば
し
ゆ
う

』
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

一
方
で
、
宗
祇
は
地
方
の
国
人
や
守
護

代
の
も
と
を
訪
ね
て
、
連
歌
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
経
済
的
な
援
助
を
受
け
て
い
ま

す
。
他
の
連
歌
師
の
中
に
は
、
地
方
の
守

護
代
な
ど
を
後
援
者
に
持
ち
、
地
方
と
都

と
を
何
度
も
移
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
連
歌
師
は
、
中
央
で
一
級
の
地
位
と

実
力
を
確
立
し
、
そ
の
権
威
を
も
と
に
地

方
で
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い

た
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
特
別
展
で
取
り
上

げ
る
牡
丹
花
肖
柏
は
、
大
臣
家
の
ひ
と
つ

中
院
家
の
出
身
で
あ
り
、
出
自
の
点
で
は

ほ
か
の
連
歌
師
と
一
線
を
画
し
ま
す
。
た

だ
、
国
人
・
池
田
氏
の
庇
護

ひ

ご

を
受
け
た
り
、

新
た
な
庇
護
を
求
め
76
歳
で
堺
に
移
り
住

ん
で
い
る
点
で
は
、
肖
柏
も
他
の
連
歌
師

と
同
様
と
い
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
歴
史
民
俗
資
料
館
（
蕁

７
５
１
・
３
０
１
９
）

連
歌
と
は

連
歌
師
と
は

「湯山三吟百韻（写本）」大阪天満宮蔵

池
田
氏
と

池
田
氏
と

　
牡
丹
花
肖
柏

　
牡
丹
花
肖
柏

池
田
氏
と

　
牡
丹
花
肖
柏

第 

二 

回

ぼ
　
　
た
　
ん
　
　
か
　
　
　
し
よ
う
　
は
　
く

旅
す
る
連
歌
師

飯尾宗祇像　良勝筆　近衛
家熈賛（京都大学総合博物
館蔵）


